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本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
創
立
七
十
年

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式

典
に
は
、
皇
太
子
殿
下
雅
子
妃
殿
下

の
ご
来
臨
を
仰
ぎ
、
ま
た
、
衆
参
議

員
議
長
、
文
部
科
学
大
臣
を
は
じ
め

と
す
る
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま

し
た
。
式
典
の
中
で
、
皇
太
子
殿
下

よ
り
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
教
育
の
発
展
に

果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
七
十
年

間
に
渡
っ
て
子
ど
も
達
の
力
を
伸
ば

す
為
、
た
ゆ
み
な
い
努
力
を
続
け
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。」
と
お
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。
式
典
の
中
の
表
彰
式
で

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
振
興
功
労
者
文
部

科
学
大
臣
表
彰
・
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

表
彰
（
団
体
）、（
個
人
）、（
特
別
）

を
徳
島
県
か
ら
は
、
個
人
二
十
名
、

二
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
私
個

人
も
受
賞
さ
せ
て
頂
き
こ
れ
も
一
重

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
仲
間
で
あ
る
皆
様
方
の

ご
理
解
と
、
ご
協
力
の
お
蔭
だ
と
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
為
に
何
か
を
し
た
い

と
い
う
、
同
じ
思
い
を
持
っ
た
仲
間

が
繋
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
尊
い
も

の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。『
す
べ
て

は
、
子
ど
も
達
の
為
に
』
を
合
言
葉

に
、
と
も
に
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

　
平
成
三
十
年
度

　
県
教
育
長
要
望

　

十
二
月
二
十
日
（
木
）
に
永
濵
会

長
他
四
名
の
役
員
が
県
教
育
委
員
会

を
訪
問
し
、
教
育
長
要
望
を
小
林
課

長
に
提
出
し
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
各
役
員
か
ら
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

要
望
事
項
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
い
じ
め･
不
登
校･

体
罰
に
関
す

る
問
題
と
課
題

②
防
災･

環
境
整
備
の
促
進

③
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
や
学
校
内

に
お
け
る
安
全
確
保
と
不
審
者
対
策

④
高
校
入
試
通
学
区
域
の
見
直
し

⑤
教
育
費
の
確
保
及
び
教
員
の
適
正

配
置
や
資
質
向
上

⑥
安
全
な
食
材
の
提
供
と
食
育
指
導

⑦
中
学
校
の
部
活
動
に
対
す
る
改
善

⑧
特
別
支
援
教
育
の
充
実

県
Ｐ
連
総
会

　

去
る
六
月
七
日
（
木
）
県
教
育
会

館
に
お
い
て
、
県
Ｐ
連
役
員
・
郡
市

代
議
員
・
受
賞
者
の
方
々
の
出
席
の

も
と
、
平
成
三
十
年
度
定
期
総
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
濵
浩
幸
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
熱
心
な
活
動
を
さ
れ
た
五
団
体

と
二
十
九
名
の
方
に
表
彰
状
と
十
二

名
の
方
に
感
謝
状
が
、
そ
し
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
さ
れ

た
十
一
校
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
德
永
忠
士
氏
の
受
賞

者
代
表
謝
辞
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　

ご
臨
席
の
来
賓
六
名
の
方
を
代
表

し
て
県
議
会
副
議
長　

岩
丸　

正
史

様
、
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
課

統
括
社
会
教
育
主
事　

川
野
雅
弘
様

か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
平
成
二
十
九
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査
報

告
を
承
認
の
後
、
平
成
三
十
年
度
新

役
員
が
選
出
さ
れ
、
次
に
平
成
三
十

年
度
努
力
目
標
、
事
業
計
画
・
予
算

案
等
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
、

原
案
ど
お
り
承
認
の
運
び
と
な
り
、

総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
　
役
員

会　

長　

永
濵　

浩
幸

�

（
役
員
会
推
薦
）

副
会
長　

森
西　

正
典
（
名
西
）

　

〃　
　

岡
本　

秀
文
（
小
松
島
）

　

〃　
　

廣
川　

雅
英
（
美
馬
）

　

〃　
　

泉　

富
士
夫

�

（
役
員
会
推
薦
）

　

〃　
　

井
本　

友
子

�

（
役
員
会
推
薦
）

　

〃　
　

上
野
弘
一
朗

�

（
役
員
会
推
薦
）

　

〃　
　

賀
川　

實

�

（
県
小
学
校
長
会
副
会
長
）

　

〃　
　

豊
田
大
之
介

�

（
県
中
学
校
長
会
副
会
長
）

理　

事　

瀬
尾　

陽
子
（
板
野
）

　

〃　
　

古
里　

健
一
（
阿
南
）

　

〃　
　

木
川　

郁
生
（
勝
浦
）

　

〃　
　

森
本　

達
也
（
那
賀
）

　

〃　
　

宮
﨑　

克
哉
（
阿
波
）

　

〃　
　

原
田　

隼
史
（
吉
野
川
）

　

〃　
　

前
田　

秀
和
（
つ
る
ぎ
）

監　

事　

平
松　

芳
健
（
鳴
門
）

　

〃　
　

川
内　

一
彦
（
海
部
）

　

〃　
　

多
田　

尚
起
（
三
好
）

顧　

問　

德
永　

忠
士
（
鳴
門
）

広
報
委
員
長　

加
藤　

文
章

�

（
小
松
島
）

研
修
委
員
長　

小
泉　

文
昭（
海
部
）

総
務
委
員
長　

永
濵　

浩
幸（
板
野
）

　

平
素
は
、

徳
島
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合

会
の
活
動

に
多
大
な

ご
理
解
と
、

ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
西
日
本
豪
雨
災

害
義
援
金
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
度

も
『
単
Ｐ
に
近
い
県
Ｐ
』
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
役
員
一
同
、
気
持
ち
を
一

つ
に
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
環
境
は

日
々
大
変
な
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
、

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、
価
値
観

の
多
様
化
、
情
報
通
信
技
術
の
発
達

な
ど
に
伴
う
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
の
不
足
』『
メ
デ
ィ
ア
の
多
様

化
』『
い
じ
め
』『
学
力
問
題
』
な
ど

多
く
の
課
題
や
問
題
点
が
生
じ
て
い

ま
す
。
こ
の
環
境
の
変
化
に
家
庭
・

学
校
・
地
域
が
対
応
し
て
い
く
に
は

足
並
み
を
揃
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
家
庭
教
育
や
学
校
教
育
の
充
実

と
と
も
に
、
地
域
の
教
育
力
の
活
用

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
と
地

域
の
パ
イ
プ
役
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
果

た
す
役
割
と
期
待
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
社
会
教
育
団
体
で
あ
り
、

社
会
教
育
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
為
、

子
ど
も
達
の
社
会
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
の
活
動
に
関
わ
る
こ
と
に

な
り
、
子
ど
も
達
が
豊
か
な
人
間
に

育
つ
こ
と
を
助
け
て
い
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。
日
々
、
成
長
し
て
い
く

子
ど
も
達
を
見
て
い
る
の
は
嬉
し
く

も
あ
り
、
楽
し
い
も
の
で
す
。
子
ど

も
達
は
、
色
々
な
事
を
乗
り
越
え
な

が
ら
、
今
日
も
学
校
に
通
っ
て
楽
し

く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど

も
達
と
一
緒
に
な
っ
て
成
長
し
て
い

く
私
達
保
護
者
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
う

場
で
楽
し
く
成
長
さ
せ
て
貰
え
る

チ
ャ
ン
ス
を
子
ど
も
達
か
ら
貰
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
徳
島
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
が
正
会
員
と
し
て
加
入
し

て
い
る
公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
協
議
会
主
催
の
全
国
大
会
事

業
が
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
平

成
三
十
年
八
月
二
十
四
日
（
金
）
〜

二
十
五
日
（
土
）
第
六
十
六
回
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
新
潟
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら

も
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
は
じ
め
多
く

の
会
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
教
育
は
未
来
を
拓
く　

新
潟
発　

米
百
俵
の
精
神
！
の
も
と
、

初
日
に
新
潟
県
内
十
ヶ
所
で
分
科
会
、

二
日
目
に
長
岡
市
で
全
大
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。『
米
百
俵
の

精
神
！
』（「
百
俵
の
米
も
、
食
え
ば

た
ち
ま
ち
な
く
な
る
が
、
教
育
に
あ

て
れ
ば
、
明
日
の
一
万
、百
万
俵
と

な
る
」
と
藩
士
を
諭
し
、
救
援
米
を

売
り
、
国
漢
学
校
を
建
て
、
故
郷
の

未
来
を
教
育
に
託
し
た
小
林
虎
三
郎

の
想
い
）
は
深
く
心
に
刻
ま
れ
、
全

国
か
ら
集
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
と
語
り
合

う
こ
と
で
、
教
育
、
子
育
て
の
意
義

を
再
認
識
し
、
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

へ
の
意
欲
付
け
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
三
十
年
十
一
月

二
十
一
日
（
水
）
公
益
社
団
法
人
日

子
ど
も
達
が
豊
か
な
人
間
に
育
つ
助
け
に

な
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
！

�

徳
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長　

永
　
濵
　
浩
　
幸
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　中部ブロック　鳴門市幼小中ＰＴＡ連合会　

会長　平松　芳健　
　鳴門市幼小中ＰＴＡ連合会は、12幼稚園・13小学校・５中学校で
構成されており、会員数は4,866名です。また、すべての単Ｐが、そ
れぞれ事務局と常置委員会に所属し活動を行っております。
　事務局では、理事会と各単Ｐの会長が集まる会長会を開催し、市Ｐ
連を運営しております。また、常置委員会では、研修委員会と体育委
員会の二つの委員会を設置しております。
　理事会では、市Ｐ連の各役員の選出や年間行事を選定し、会長会で
は、諸問題を議論しながら決定しております。
　研修委員会では、家庭教育研修会を企画し、徳島県環境アドバイ
ザーの藤井園苗氏を講師に招き「家庭でできるエコなくらし・これか
らの取り組み」と題した研修会を平成30年10月26日（金）に鳴門市
板東小学校にて開催しました。また、県内・県外研修への積極的な参
加の依頼も行ってお
ります。
　体育委員会では、
会員相互の親睦を図
るため、スポーツ大
会を企画し、多くの
会員が参加する素晴
らしい懇親の場とし
て 、 夏 に 「 バ レ ー

ボール大会」冬に「綱引き大会」をアミノバリューホール（県民体育
館）で開催しており、本年度の「バレーボール大会」は、平成30年
６月30日（土）に男女混合９人制として白熱したゲームが展開され
ました。また、「綱引き大会」は、平成31年１月26日（土）に開催
されました。このように単Ｐ間の親睦を図ることと単Ｐの一体感を育
むことでＰＴＡの活性化を促し、子どもたちが健やかに安心して学べ
る環境づくりに邁進しています。
　また、本年度の自然災害による「７月豪雨のよる義援金」を９月よ
り鳴門市内各単Ｐの皆様に募金を行った結果、大勢の方々のご協力と
ご支援をいただき、20万円を超える募金が集まりました。これもひ
とえに、災害被害は「明日は我が身」という意識が浸透した結果だと
思っております。なぜなら、近年の少子高齢にともない地域から学校
が無くなっている現実があるからです。これからはPTAと地域が手
を取り合い活動して行くことが重要になると実感します。
　PTAも70周年を迎え、時代背景が様変わりするなか「子どもたち
が健やかに安心して学べる環境づくり」を目指し活動して参りますの
で、これからも
ご指導ご鞭撻賜
りますよう鳴門
市幼小中PTA
連合会並びに鳴
門市内各単Ｐを
よろしくお願い
申し上げます。

　南部ブロック　小松島市PTA連合会
会長　岡本　秀文　

　小松島市PTA連合会は、現在、小学校10校、中学校2校で組織され、
会員数は約2,000名です。主な事業として、５月に総会、７月に球技
大会、２月に振興大会を開催しています。
　本年度、球技大会はミックスバレーボールで７月１日（日）に小松島
市立体育館で計12チームが参加して行われました。予選リーグは４チー
ムずつの３つのリーグに分けて行い、決勝は３チームによる総当たりで
行われ、小松島南中Bが接戦を制し見事優勝を飾りました。各チームと
もこの日に向けて各単Pごとに大会を開催したり、数校が集まって練習
試合を行ったりするなどミックスバレーを通じて交流を図っています。
　また、毎年２月に市P連振興大会を開催し、今年度で60回目を迎

えます。今年度PTA活動にご尽力された方々への感謝状贈呈式の後、
記念講演会が行われます。本年度は防災をテーマに、小松島市市民環
境部市民生活課に勤務され、防災士の資格を持っておられる工藤素子
さんに「これならできる　目からウロコのラクラク防災」と題してご
講演を頂きます。小松島市は南海地震において津波の甚大な被害が予
想されます。もしもの時に備え、すぐにできる小さな行動や地域の信
頼関係を築くためのPTA活動など、防災に強い町づくりについて共
に考える時間にしたいと考えています。
　PTAの会員数を見てみますと、10年前は約3,000名いた会員が、
現在では2,000名に減少しています。これから先も、まだまだ減少傾
向にあり、中学校は以前３校あったのが２年前より２校となり、小学
校も現在は11校あるの
が数校に再編されるとの
話が持ち上がっています。
小学校の多くは、築年数
がかなり経過し、耐震工
事の必要性にも迫られて
おり、南海地震との関係
で喫緊の課題となってい
ます。

ブロック別ＰＴＡ活動紹介

家庭・学校・地域の連携
★次号のブロック別ＰＴＡ紹介は，板野郡Ｐ連，阿南市Ｐ連，美馬市Ｐ連です。

～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～

（昨年度振興大会の様子）
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　西部ブロック　阿波市PTA連合会
会長　宮﨑　克哉　

　阿波市ＰＴＡ連合会は、平成17年の４町合併による阿波市の発足
とともにスタートしました。現在、10小学校、４中学校で構成され
ています。各単位ＰＴＡ活動もそれぞれが工夫して、活発に活動をし
ています。
  阿波市ＰＴＡ連合会では毎年、会員の健康増進と交流・親睦を目的
としたソフトバレーボール交流会を開催しています。市内の小中学校
14校が３つのブロックに分かれてリーグ戦を行います。選手は子ど
もたちや参加者の声援を受けて、日頃の運動不足の解消や保護者間の
交流を深めています。本年度
は、開催時期の７月末に、異
常な高温の日々が続いたため、
会員や応援にきた子どもたち
の体調を考慮し、中止としま
したが、来年度以降は開催時

期にも配慮しながら、ＰＴＡどおしの交流がより深まり、ＰＴＡ活動
がさらに活発になるような取り組みを検討してまいりたいと考えてお
ります。
　また、阿波市教育会を後援して、８月には「教育講演会」を開催し
ています。毎年、多彩な講師を招いて、家庭教育の在り方や今日的な
教育の課題をどのように解決していくか等について、保護者へ啓発す
る機会としています。本年度は、阿波市出身の教育研究家・文部科
学省委嘱学校業務改善アドバイザーである妹尾昌俊氏を講師に迎え、
「21世紀を生きる子どもたちに育みたい力」と題して、たいへん有
意義な講演をいただきました。今後とも、阿波市ＰＴＡ連合会が主催
した研修会も積極的に実施し
ながら、ＰＴＡ会員の親密な
連携をはかり、家庭・学校・
地域社会における児童生徒の
すこやかな成長に少しでも役
立てるような活動をしていき
たいと考えています。

　

十
二
月
十
六
日
（
日
）
藍
住
町
民

シ
ア
タ
ー
で
県
Ｐ
連
家
庭
教
育
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
に

先
立
っ
て
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
徳
島

県
優
秀
作
品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
賞

状
と
記
念
品
が
受
賞
さ
れ
た
方
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
と
研
修
会
に

来
賓
と
し
て
、
徳
島
市･

名
東
郡
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会　

佐
藤　

恭
規
会
長
の

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、「
一
人
ひ
と
り
が
み

ん
な
大
切　

〜
子
ど
も
の
心
に
気
づ

く
と
き
〜
」
と
い
う
演
題
で
絵
本
作

家
の
く
す
の
き
し
げ
の
り
先
生
に
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
百
名
あ

ま
り
の
参
加
者
で
会
場
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛

況
ぶ
り
で
し
た
。
参
加
者
か
ら
「
心

が
あ
た
た
か
く
や
さ
し
く
な
る
お
話

で
し
た
。
子
ど
も
が
あ
こ
が
れ
る
姿

を
見
せ
た
い
。」「
大
人
は
子
ど
も
の

環
境
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
説
得

力
が
あ
り
ま
し
た
。」「
私
た
ち
が
子

ど
も
の
環
境
で
あ
る
と
の
自
覚
を
持

ち
生
き
て
い
き
た
い
。」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
徳
島
県
優
秀
作
品
表
彰
式
と
家
庭
教
育
研
修
会

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
徳
島
県
優
秀
作
品
表
彰
式
と
家
庭
教
育
研
修
会

小
学
生
の
部

ぎ
ゅ
ー
し
て
と　

こ
ど
も
あ
ま
え
る　

お
や
も　

じ
ゅ
う
で
ん

 

御
所
小
学
校　
　

一
年　

横
田　

智
哉

手
を
つ
な
ぎ　

か
ぞ
く
の
き
ず
な　

ふ
か
め
よ
う

 

石
井
小
学
校　
　

三
年　

近
藤　

ひ
な

テ
レ
ビ
消
し　

家
族
の
会
話
が　

お
い
し
い
お
か
ず

 

羽
ノ
浦
小
学
校　

五
年　

鈴
木　
　

心

耳
を
す
ま
し
た　

そ
し
た
ら
と
っ
く
ん
と
っ
く
ん
と
音
が
聞
こ
え
た　

　

お
母
さ
ん
の
お
な
か
を
さ
わ
る
と　

何
か
動
い
て
い
る　

生
命
っ
て
凄
い

 

吉
井
小
学
校　
　

五
年　

谷
岡　

夏
海

一
日
の
出
き
事　

話
そ
う　

晩
ご
飯 

吉
井
小
学
校　
　

六
年　

湯
浅　

茉
衣

中
学
生
の
部

か
け
る
の
は
迷
惑
ば
か
り　

本
当
は
か
け
た
い
感
謝
の
言
葉

　

い
つ
も
い
つ
も　

あ
り
が
と
う 

那
賀
川
中
学
校　

三
年　

知
賀　

七
海

反
抗
期　

親
の
顔
み
た
ら　

は
ら
が
た
つ

　

過
ぎ
て
し
ま
う
と　

感
謝
で
い
っ
ぱ
い

 

那
賀
川
中
学
校　

三
年　

谷
口　

政
光

あ
り
が
と
う　

い
つ
も
い
い
た
い　

で
も
い
え
な
い

 

那
賀
川
中
学
校　

三
年　

三
好　
　

杏

家
庭
と
は
最
後
の
頼
み
の
綱
と
し
て

　

何
で
も
話
せ
る
場
所　

24
時
間
営
業
中 

脇
町
中
学
校　
　

三
年　

平
岡
利
沙
子

た
め
こ
む
な　

一
人
で
な
や
む
な　

お
ち
こ
む
な

 

上
板
中
学
校　
　

三
年　

上
原　

多
喜

一
　
般
　
の
　
部

時
間
か
け　

あ
れ
こ
れ
と
作
っ
た
料
理　

あ
っ
と
い
う
間
に
た
い
ら
げ
て

　
「
次　

何
食
べ
る
？
」
と
い
う
息
子 

小
松
島
中
学
校　

宮
城　
　

愛

晩
ご
は
ん　

今
日
の
笑
い
も
悲
し
み
も　

み
ん
な
ま
と
め
て
食
卓
へ

 

松
島
小
学
校　

松
尾　

恵
子

ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
も
い
い
け
ど　

も
っ
と
知
り
た
い
な　

今
の
あ
な
た
の
こ
と
を

 

北
島
南
小
学
校　

藤
田　

晶
子

「楽しい子育て全国キャンペーン」
～家庭で話そう！我が家のルール・家族の絆・命の大切さ～

三 行 詩 コ ン ク ー ル 県 内 優 秀 作 品



Ｋ　Ｏ　Ｋ　Ｏ　Ｒ　Ｏ第  29  号 2019年（平成31年）２月20日　　⑷

　

十
一
月
二
十
一
日
（
水
）
東
京
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
オ
タ
ニ
に
於
い
て
皇
太
子
殿
下
、
同
妃
殿
下
の
ご

臨
席
の
も
と
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
県
関
係
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で

す
。
心
よ
り
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
か
ら
十
三
名
の
方
が
表
彰
式
に
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰
・
個
人

県
Ｐ
連
会
長 

永
濵　

浩
幸
（
藍
住
東
中
Ｐ
）

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰
・
団
体

神
山
町
立
広
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

阿
南
市
立
羽
ノ
浦
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰
・
個
人

県
Ｐ
連
副
会
長 

井
本　

友
子（
羽
ノ
浦
小
Ｐ
）

県
Ｐ
連
副
会
長 

上
野
弘
一
朗（
勝
浦
中
Ｐ
）

県
Ｐ
連
前
理
事 

橘　
　

秀
晃（
半
田
中
Ｐ
）

県
Ｐ
連
前
研
修
委
員
長 

遠
藤　

祐
美（
横
見
小
Ｐ
）

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
七
十
周
年
特
別
表
彰

 

德
永　

忠
士（
鳴　

門
）　

平
松　

芳
健（
鳴　

門
）

 

野
口　
　

真（
鳴　

門
）　

木
内　

広
樹（
板　

野
）

 

稲
井
め
ぐ
み（
板　

野
）　

杼
谷　
　

学（
名　

西
）

 

森
川　
　

融（
小
松
島
）　

桑
田　

祐
二（
小
松
島
）

 

松
江　

剛
嗣（
阿　

南
）　

清
田　

和
史（
阿　

南
）

 

大
田　

弘
士（
海　

部
）　

阿
部　
　

勉（
阿　

波
）

 

大
湾　
　

晃（
阿　

波
）　

後
藤　

康
夫（
吉
野
川
）

　

長
江
タ
マ
ミ（
美　

馬
）

 
国
内
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

　
　
　

阿
南
市
立
新
野
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

新
居
ま
ひ
ろ

　

私
は
国
内

研
修
に
行
き
、

多
く
の
事
を

学
び
考
え
ま

し
た
。

　

一
日
目
は
同
じ
空
港
に
集
ま
っ
た
子

た
ち
と
飛
行
機
に
乗
り
、
不
安
と
心
配

を
感
じ
な
が
ら
渡
嘉
敷
村
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。
初
め
て
の
渡
嘉
敷
村
の
海
を

目
の
あ
た
り
に
し
た
時
に
は
自
分
か
ら

も
、
周
り
か
ら
も
感
嘆
の
声
が
聞
こ
え

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

二
日
目
・
三
日
目
に
は
、
同
じ
班
と

な
っ
た
子
た
ち
や
リ
ー
ダ
ー
と
共
に

様
々
な
活
動
を
し
ま
し
た
。
平
和
学
習

で
は
美
し
い
海
や
自
然
豊
か
な
村
に
あ

る
、
悲
惨
な
過
去
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、
苦
し
ん

だ
戦
争
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら
先
私
た
ち

が
語
り
継
い
で
い
こ
う
と
心
に
決
め
ま

し
た
。
ま
た
、
海
洋
研
修
場
で
は
野
外

炊
事
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
し
た
。

野
外
炊
事
で
は
、
予
想
外
の
出
来
事
が

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
り
班
の
仲
が
ぐ
っ
と
縮

ま
り
ま
し
た
。
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
で
は

渡
嘉
敷
の
美
し
い
海
に
入
り
、
皆
と
楽

し
く
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

三
日
目
に
あ
っ
た
村
内
散
策
で
は
自
分

の
町
と
の
違
い
や
、
渡
嘉
敷
村
の
住
民

の
優
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
三
線
を
演
奏

し
た
時
は
難
し
く
苦
戦
は
し
た
も
の
の

楽
し
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
日
目
か
ら
四
日
目
に
か
け
て
の
テ

ン
ト
泊
で
は
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
夜
に

班
の
仲
間
と
一
緒
に
泣
き
な
が
ら
話
し

合
っ
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
で
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
、
仲
間
の
大
切
さ
、
自
分

か
ら
進
ん
で
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
む

姿
勢
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
国
内
研
修
に
行
く
ま
で
に
気
づ

け
な
か
っ
た
自
分
の
可
能
性
に
も
気
づ

き
、
本
当
に
こ
の
研
修
に
来
て
良
か
っ

た
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　

私
が
研
修
か
ら
学
ん
だ
事
は
自
分
の

将
来
に
役
立
て
る
と
共
に
、
自
分
の
学

校
や
周
り
の
人
に
こ
の
経
験
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

渡
嘉
敷
島
で
の
五
日
間

　
　
　

美
馬
市
立
脇
町
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
川
　
佳
步

　

私
は
こ
の

国
内
研
修
で

数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
多
く

の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
仲
間
の
大
切
さ
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
重
要
性
な
ど
、
こ
の
国
内
研

修
に
参
加
で
き
た
か
ら
こ
そ
分
か
っ
た

こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

野
外
炊
事
や
渡
嘉
敷
島
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
班
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒

に
協
力
し
な
が
ら
、
カ
レ
ー
を
作
っ
た
り

魚
さ
ば
き
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
み
ん

な
で
声
を
か
け
あ
い
な
が
ら
、
一
つ
の
こ

と
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
で
仲
間
と
の
絆

が
深
ま
っ
た
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

村
内
散
策
や
島
ん
ち
ゅ
と
の
大
交
流

会
で
は
島
の
人
た
ち
の
優
し
さ
を
知
り

ま
し
た
。
道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
て
い
た

ら
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
私
が
さ
ば

い
た
魚
を
食
べ
て
「
す
ご
く
き
れ
い
に

さ
ば
け
て
い
る
ね
。」
と
言
っ
て
く
れ

た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
う
れ

し
さ
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

最
初
は
と
に
か
く
不
安
と
緊
張
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
に
一
日
一
日
た
つ

に
つ
れ
て
、
初
日
の
不
安
と
緊
張
が
う

そ
の
よ
う
に
思
え
て
く
る
ほ
ど
、
楽
し

く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
初

日
は
「
は
じ
め
ま
し
た
」
の
人
ば
か
り

だ
っ
た
の
に
、
最
終
日
に
は
涙
を
流
し

て
別
れ
を
惜
し
む
ほ
ど
、
仲
良
く
な
れ

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、何
事
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
積
極
性
を
磨
い
て
い

き
た
い
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

栄えある全国表彰

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

国
内
研
修
事
業 

in 

渡
嘉
敷
村


